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〒205-0003 東京都羽村市緑ヶ丘1-11-5 

羽村市生涯学習センター ゆとろぎ 

☎ 042-570-0707 ■http://www.hamura-tokyo.jp FAX 042-570-6422  ※羽村駅から徒歩８分 ※受付時間 9：00～17：00 ※月曜日（祝日をのぞく）休館 

※駐車場に限りがあります。ご来場の際はコミュニティバス「はむらん」（図書館･ゆとろぎ下車）等公共交通機関をご利用ください。 

※チケットは販売初日はゆとろぎ窓口のみで、翌日以降は下記でも販売します （公演によって販売所が異なります）。 

  ゆとろぎチケットカウンター（9：00～17：00・月曜休館） ☎042-570-0707 

  羽村市スポーツセンター（9：00～17：00・月曜休館） ☎042-555-0033 

 

 マルフジ青梅・羽村・福生市内 7 店舗のサービスカウンター 

 西多摩新聞社チケットサービス ☎フリーダイヤル0120-61-3737 
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羽村が生んだ映像の職人   

島田和之写真展 
「北の国から」メモリアルアルバム 

2/1８○水 ～3/1○日  10:00～17:00 （最終日 16 時まで）  
写真集「北の国から」メモリアルアルバム （写真：島田和之 監修：倉本聰） 
のなかから、島田氏が選んだ写真作品約 40 点を展示します。 

展示室 

島田和之写真展 
「北の国から」メモリアルアルバム 

アメリカの音楽と文化を知る夕べ  

※未就学児の入場はできません 

アメリカからシンガーソングライターの
ラトルスネークアニーをむかえ、ブルース、
カントリー、ジャズのスタンダードナンバー
と彼女のオリジナルナンバーをオールカン
トリーボーイズとの共演でお聞かせします 

入場料  
前売り：一般 1,500円  
当日： 一般 2,000円           
高校生以下：  800円  
チケット発売日 12/18（木） 

開場 17:30 開演 18:30  
小ホール（全席自由）  

3/2０○金   

入場料  
前売り：一般 1,500円  
当日： 一般 2,000円           
高校生以下：  800円  
チケット発売日 12/18（木） ※未就学児の入場はできません 

アメリカからシンガーソングライターの
ラトルスネークアニーをむかえ、ブルース、
カントリー、ジャズのスタンダードナンバー
と彼女のオリジナルナンバーをオールカン
トリーボーイズとの共演でお聞かせします 

開場 17:30 開演 18:30  
小ホール（全席自由）  

3/2０○金   

ゆとろぎライブ  

開場 17:30 開演 18:00  
小ホール（全席自由）  

前売り：一般 1,500円、 
当日： 一般 1,800円、 
高校生以下： 500円 
※未就学児の入場はできません 

3/14○土   

HIDE+HIDE

開場 17:30 開演 18:00  
小ホール（全席自由）  

前売り：一般 1,500円、 
当日： 一般 1,800円、 
高校生以下： 500円 

尺八と三味線、2 名の若手演奏家による
和楽器ユニット“HIDE+HIDE”のコンサート
です。国内外で高い評価を受ける彼ら
の、まったく新しい邦楽の世界をお楽し
みください。三味線奏者の尾上秀樹さん
は、羽村の出身でもあります。 

開場 13:30 開演 14：00 
小ホール（全席自由） 

3/7○土  

主催：文化庁、公益社団法人落語芸術協会 制作：公益社団法人落語芸術協会 共催：羽村市教育委員会 

文化庁委託事業「平成二十六年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業 

 
 

3/7○土  
開場 13:30 開演 14：00 
小ホール（全席自由） 

主催：文化庁、公益社団法人落語芸術協会 制作：公益社団法人落語芸術協会 共催：羽村市教育委員会 
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3/7○土  

主催：文化庁、公益社団法人落語芸術協会 制作：公益社団法人落語芸術協会 共催：羽村市教育委員会 

開場 13:30 開演 14：00 
小ホール（全席自由） 

開
口

一
番 

春
風
亭 

か
ん
橋 

落
語 

笑
福
亭 

和
光  

       

落
語 

(

特
別
ゲ
ス
ト
） 

三
遊
亭 

笑
遊  

       

～
仲
入
り
～  

太
神
楽
曲
芸 

春
本 

小
助  

   落
語 

三
遊
亭 

遊
馬 

前売り：一般1,000円、当日：一般1,200円、
高校生以下： 500 円 
※未就学児の入場はできません。 

神津善行の文化講座と音楽会   

第5回 マリインスキー歌劇団テノール歌手（ロシア）  

「音楽ビックリ箱｣ 

1/28○水  
14：00～16:00 (開場 13：30) 
大ホール 

 
 

出演： 
鈴木直樹 
青木研 
他 

3/11○水  

14：00～16:00  
(開場 13：30) 
大ホール 

第6回  

講座時間 14:00～16:00 (開場 13:30) 大ホール（全席自由） 
定 員 5００人程度 （先着順で定員になり次第締め切りとさせて頂きます） 
受講料 4，０００円（全 2 回分 一括納入） ※未就学児のご入場はできません。 
主催：（公財）青梅佐藤財団 共催：羽村市教育委員会 
協力：ＮＰＯ法人青梅の青少年を育てる会 ゆとろぎ協働事業運営市民の会 

鈴木直樹（クラリネット） 青木研（バンジョー） 

講座時間 14:00～16:00 (開場 13:30) 大ホール（全席自由） 
定 員 5００人程度 （先着順で定員になり次第締め切りとさせて頂きます） 
受講料 4，０００円（全 2 回分 一括納入） ※未就学児のご入場はできません。 
主催：（公財）青梅佐藤財団 共催：羽村市教育委員会 
協力：ＮＰＯ法人青梅の青少年を育てる会 ゆとろぎ協働事業運営市民の会 

神津先生の蓄積された音楽文化に耳を傾け、毎回の話題に因んだゲス

トを迎え、演奏を楽しむ講座。   毎回、好評をいただいています！ 

重厚でパワフルなドラマティックテノールの美声

をお楽しみください。 

郷土の伝統文化公演 

 
 

第一部 「多摩の民謡」 出演：伊庭末雄（民謡歌手） 

第二部 お神楽 

「種蒔き」（東京都指定無形民俗文化財）  

 東町祇園ばやし保存会 
「小河内の鹿島踊」 

（国指定重要無形民俗文化財） 

   鹿島踊り保存会 

～西多摩 
おらがまちの郷土芸能～

開場 13:30 開演 14:00 
大ホール （全席自由）  

1/18○日   

入場料 一般 500円（前売り・当日）、 
高校生以下 100円、未就学児は無料 

芸術文化振興基金助成金事業 

ゆとろぎ伝統文化ウイーク  

五十嵐 誠 木工展 

1/10○土 ～1/18○日  
10:00～17:00 （最終日 16 時まで） 

伝統技法を駆使した木組みの技を箱物、実用品で

表現しています。羽村の「一本杉」枯木をテーマに

した作品も展示しています。 

木のぬくもりと生命力を感じてください。 

展示室 

‐組む技法‐

ゆとろぎ演芸公演   

江戸を感じる初笑い 
開場 18:00  
開演 18:30  
大ホール 
（全席指定）  

1/16○金   
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三 ※未就学児の入場はできません

前売り：一般 2,000円、

当日： 一般 2,200円、

高校生以下：1,000円 

サイエンスシアター 

気象を科学する 

 

14:00～16:00 
小ホール（入場無料） 

2 21○土  

-世界的異常気象を宇宙や地球の活動変化から探る- 

定員：252 名（事前電話申し込み
での先着順） 
受付：12/16（火）9：00 から 
詳細は裏面 

講師：村山貢司先生  
気象予報士 

© 国立情報学研究所「デジタル台風」 

気象を科学する 
-世界的異常気象を宇宙や地球の活動変化から探る- 

2 21○土  14:00～16:00 
小ホール（入場無料） 

定員：252 名（事前電話申し込み
での先着順） 
受付：12/16（火）9：00 から 
詳細は裏面 

© 国立情報学研究所「デジタル台風」 

杏林大学文化講演会 

外国人外国人外国人外国人からみたからみたからみたからみた日本文化日本文化日本文化日本文化    
 

14:00～15:30 
小ホール（入場無料）  

-英訳百人一首はこうして生まれた- 

1 31○土  

百人一首の訳書（One Hundred Poets, One Poem 

Each: A Translation of the Ogura Hyakunin Isshu）
を取り上げて、日本の視覚芸術、言語芸術、
精神性を外国語へと翻訳表現するうえでの
苦労、工夫、創造作業を学習します。 

定員：２５２名（事前電話申し込み
での先着順） 
受付：１２/１６（火）９：００から 
詳細は裏面 

百人一首の訳書（One Hundred Poets, One Poem 

Each: A Translation of the Ogura Hyakunin Isshu）
を取り上げて、日本の視覚芸術、言語芸術、
精神性を外国語へと翻訳表現するうえでの
苦労、工夫、創造作業を学習します。 

外国人外国人外国人外国人からみたからみたからみたからみた日本文化日本文化日本文化日本文化    

講師：ピーター・マクミラ
ン先生 
杏林大学 外国語学部  

応用コミュニケーション学科 

定員：２５２名（事前電話申し込み
での先着順） 
受付：１２/１６（火）９：００から 
詳細は裏面 

-英訳百人一首はこうして生まれた- 

1 31○土  伝統文化交流事業   

茨城県磯節保存会 

開場16:30 開演17:00  

1/17○土   

入場券配布  大ホール 

1/10○土   

開場 13:00 開演 13:30  

茨城県ひたちなか市・那珂

湊の郷土の民謡と、はむら
のこどもたちの踊り 

アイヌの人々のお話と、 
唄と踊り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場 開催日 時間 タイトル 内容 

ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル 

12/21(日） 
開場１3：30 
開演１4：00 2014羽村フィルウィンターコンサート 

指揮者：福田夏絵 曲目：ブラームス交響曲第1番ハ短調０ｐ.68／シューベルト 交響曲第5番変ロ長調Ｄ．485／ベートーベ
ン「エグモント」序曲０p.84。 入場無料（直接会場へ）／問合せ：峰 ℡0428-31-8632 

1/25（日） 
開場 13：30 
開演 14：00 

第2回ポピュラーコンサート 
ジャズやポップス、雪とアナ、オペラ座の怪人などの曲を歌う混声合唱団の演奏会。 
入場無料（直接会場へ）／問合せ：ボーカル コマンズ 金子 ℡0428-24-7395 

1/28（水） 
開場 13：30 
開演 14：00 
（～16：00） 

神津善行の文化講座と音楽会 

第５回 ドミトリー・デミドチク 

神津先生の蓄積された音楽文化に耳を傾け、毎回の話題に因んだゲストを迎えて、演奏を楽しむ講座です。今回はマリイ
ンスキー歌劇団のソリストである「ドミトリー・デミドチク」です。将来を嘱望される、ロシア特有の重厚でパワフルなドラマティ
ックテノールの美声をお楽しみください。定員：500名（先着順） 受講料：4,000円（第5・6回・2回分一括納入で今回からでも
参加できます）／主催：（公財）青梅佐藤財団／問合せ・申込み：ゆとろぎ ℡042-570-0707  

2/8(日） 
開場 13：30 
開演 14：00 

青梅法人会オープニングフェスティバル
池上彰講演会 

テレビでお馴染みの池上氏が「エネルギー問題が世界を動かす」と題してお話しします。入場無料／申込みは往復ハガキ
で〒198-0042青梅市東青梅1-7-7清水ビル5階 青梅法人会 池上彰講演会係へ／問合せ：青梅法人会 ℡0428-24-8863 

小
ホ
ー
ル 

1/13(火） 14：00～15：30 
「どうなる日本経済！」 
テレビから賢く経済を読みとく 

講師：萩谷 順 氏    法政大学教授・ジャーナリスト 
入場無料（直接会場へ）／問合せ：羽村市商工会 ℡042-555-6211 

1/16（金） 
開場 13：30 
開演 14：00 第34回西多摩中学校弁論大会 

各中学校の代表生徒がテーマに沿った弁論、あるいは自由なテーマで弁論を行います。 
入場無料（直接会場へ）／問合せ：羽村二中 山中 ℡042-554-2041 

1/17(土) 
開場 13：30 
開演 14：00 

第17回 
羽村市地域教育シンポジウム 

テーマ「はむらの未来を 創造・想像 しよう！ ～安心ってなんだろう？～」について、みんなで話してみませんか。羽村第
一中学校、羽村第二中学校演劇部によるテーマに沿った寸劇の後、小学生・中学生のグループに分かれ大人の方も交え
てフリートークを行います。テーマについて語れる方ならどなたでも参加できます。当日参加、大歓迎。 
入場無料 （直接会場へ）／問合せ：生涯学習総務課生涯学習推進係 ℡042-555-1111 内線363 

1/18・2/8（日） 10：30～11：30 子ども映画会 
上映作品：1/1８「こねこムーのおくりもの」「ねずみくんのチョッキ」「のどか森のリトルジョイ」2/8「だるまちゃんとうさぎちゃ
ん」「ジャングル大帝」「どんぐりと山猫」（都合により変更する場合あり） ＊2/８の会場は講座室１です。 
入場無料 （直接会場へ）／問合せ：ゆとろぎ ℡042-570-0707  

1/31(土) 
14：00～15：30 
【開場 13：30】 

杏林大学文化講演会 

外国人からみた日本文化  
-英訳百人一首はこうして生まれた- 

百人一首の訳書（One Hundred Poets, One Poem Each: A Translation of the Ogura Hyakunin Isshu）を取り上げて、日本の
視覚芸術、言語芸術、精神性を外国語へと翻訳表現するうえでの苦労、工夫、創造作業を学習します。講師：ピーター・マク
ミラン先生（杏林大学 外国語学部  応用コミュニケーション学科）／対象：一般／定員：２５２名（事前電話申し込みでの先
着順）／参加費：無料／申込み：電話または直接ゆとろぎ窓口へ／問合せ・申込み：ゆとろぎ ℡042-570-0707 

2/8(日） 14：00～17：00 
第30回 
女と男、ともに織りなすフォーラムinはむら                                                                          
ワーク・ライフ・バランスを考える第一歩 

 「みなさん、コミュニケ－ション取れてますか？～イクボスに学ぶコミュニケ－ション術 職場・ 家庭・地域で自分らしくある
ために～」をテ－マに、第1部では元祖イクボス川島高之氏（ＮＰＯ法人コヂカラ・ニッポン代表）が講演し、第２部ではワ－ク
ショップ・交流会を行います。ぜひご参加ください。／入場無料（要事前申し込み：1/29（木）までに「氏名・住所・電話番号・
保育希望の有無」を右記へ／申込み・問合せ：羽村市企画総務部企画政策課 笹本 ℡042-555-1111(内線315)  Fax 
042-554-2921  e-mail s101000@city.hamura.tokyo.jp 

2/14（土） 14：00～18：00 第7回「羽衣の堰」歌謡コンテスト 
玉川上水の歴史をうたいあげた「羽衣の堰」の歌謡コンテスト。今回で7年目を迎えます。 
入場無料（直接会場へ）／問合せ：羽村市商工会 ℡042-555-6211 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

展
示
室 

1/24・25(土・日) 19：10～16：00 羽村市小学校書写展 羽村市内の小学校７校による硬筆（１，２年）、毛筆（３～６年）の作品を展示します。 
入場無料 （直接会場へ）／問合せ：松林小学校 浜中 ℡042-554-7800  

1/28（水）～ 
2/1（日） 

10：00～17：00 
*最終日 ～16：00 

佐藤雅子水墨画展 水墨画歴４０年（平成18年）を機に全日中展を中心に出展した作品と小品を展示します。 
入場無料（直接会場へ）／問合せ：佐藤 ℡0428-24-4966  

2/4（水）～ 
2/8（日） 

10：00～18：00 
最終日 ～16：00 

NISHITAMA再発見フォトコンテスト 
入選作品展 

西多摩を舞台に展開する自然や文化再発見を美しく写真で獲えた入選作品百点の展示。 
入場無料 （直接会場へ）／問合せ：村山 ℡042-539-7186 

参
加
者
募
集 

 1/24（土） 19：00～20：30 ぽっかぽかゴスペル’15 
寒い季節恒例！今年も楽しく歌っておどって心も体もぽっかぽかしよう！初心者の方も楽しめますよ。入場無料。定員：25
名（要事前申込み・先着順）／問合せ・申込み：アマノ ℡090-9822-6229 

講
座
室

２ 

2/6・13・20・27 
3/6・13・20・27 
（金／月 4回） 

【午前】 
10：00～12：00 

【午後】 

13：30～15：30 

パソコンなかま パソコン講座 

2月「Excel応用１」 

3月「Excel応用２」 

2月の「Excel応用１」では名簿（並び替え/抽出）２つのグラフの同時表示を、3月の「Excel応用２」では家計簿など（初級・
中級で学習した基本の応用例）を学びます。受講料：2,000 円（全 4回分/午前・午後共通）／定員：午前・午後の部各 20名
（先着順）／申込み：往復はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号、午前・午後の希望、一時保育利用の有無、持参するパ
ソコンのOS（XP・VISTA・７など）を明記して、下記へ。【2月講座：12/25（木）、3月講座：1/25（日）必着】☆2カ月分一括申込
みも可。〒205-0001 羽村市小作台 3-5-8  並木一夫 主催：パソコンなかま／問合せ：並木 ℡042-555-1489 

 2/8(日） 13：30～15：30 
中平穂積の写真教室 

「ジャズを写して半世紀」その極意を語る 
世界のジャズミュージシャン写真の第一人者が語るその撮影の極意。定員：100名／参加費：無料（要事前申込み）／ 
申込み・問合せ：先：NISHITAMA 再発見フォトコンテスト事務局 村山 電話 042-539-7186 

 

＜これからのゆとろぎ主催講座＞受講者募集！    お問合せは ゆとろぎ 〒205-0003 羽村市緑ヶ丘 1-11-5 ℡042-570-0707 まで   
往復はがきで申し込む場合は「講座名・住所・氏名・年齢・電話番号・一時保育希望の有無（有の場合はお子さんの人数）を明記の上、各〆切日必着で上記住所宛に郵送してください。 

窓口で申込む場合は、返信用のはがき(１枚)をお持ちください（9：00～17：00）。   ※先着順のもの以外は、応募多数の場合抽選となります。 
講座名 開催日・時間 会場 内容 

市民法律講座「遺言と相続の知恵」  
- 2015年税制改正のポイントから - 

12/20(土) 

14：00～16：00 
講座室１ 

遺言と相続について判りやすく解説します。講師：渡邊隆さん（東京弁護士会所属弁護士）／対象：一般／定員：80名／ 
受講料：無料【要事前申込み】／申込み：【電話または直接ゆとろぎ窓口へ（先着順）】 

ゆとろぎサイエンスシアター 
気象を科学する-世界的異常気象 
を宇宙や地球の活動変化から探る- 

2/21(土）  

14：00～16：00（開場13：30） 
小ホール 

昨今の異常気象は異常でなくなりつつあるのでは？と多くの方々が危惧を抱いているのではないでしょうか？ 誰もが気に
なる気象現象を宇宙や地球規模の活動変化と関連付けて最先端の気象科学を学びます。講師：村山貢司先生(気象予報
士）／対象：一般／定員：252名／参加費：無料【要事前申込み】／申込み：【12/16（火）9：00～ 電話または直接ゆとろぎ
窓口へ（先着順）】 

＜チケット販売情報＞ お申込みはお早めに♪    お問合せは ゆとろぎ 〒205-0003 羽村市緑ヶ丘 1-11-5 ℡042-570-0707 まで  

ゆとろぎライヴ 

次世代和楽器ユニット  
HIDE＋HIDEコンサート 

3/14(土） 
開場 17：30 開演 18：00 

小ホール 

尺八と三味線、2名の若手演奏家による和楽器ユニット“HIDE＋HIDE”のコンサートです。 
国内外で高い評価を受ける彼らの、まったく新しい邦楽の世界をお楽しみ下さい。 
三味線奏者の尾上秀樹さんは、羽村の出身でもあります。 
「和楽器・邦楽」にはあんまり興味がない…という方も彼らのＨＰ〔http://www.hide-hide.net/〕へぜひどうぞ→ 
イケメンふたりのビジュアルも、音楽のクオリティも、先入観が吹き飛ぶカッコよさですよ♪ 
入場料：大人前売1,500円（当日1,800円）、高校生以下500円※未就学児は入場できません。【全席自由】ゆ・ス・マ・に  

アメリカの音楽と文化を知る夕べ  
～ﾗﾄﾙｽﾈｰｸｱﾆｰ+ｵｰﾙｶﾝﾄﾘｰﾎﾞｰｲｽﾞ～ 

3/20(金） 
開場１7：30 開演１8：30 

小ホール 
アメリカからシンガーソングライターのラトルスネークアニーをむかえ、ブルース、カントリー、ジャズのスタンダードナンバー
と彼女のオリジナルナンバーをオールカントリーボーイズとの共演でお聞かせするライブ。入場料：大人（前売り）1,500円
（当日）2,000円、高校生以下800円【全席自由】＊未就学児は入場できません。＊チケット発売 12/18（木）～ゆ・ス・マ・に  

 

1/１０（土）～1/１８（日）は ゆとろぎ伝統文化ウィーク    ＊アイヌ文化 ＊磯節 など 無料の催しも盛りだくさんです。 

お問合せは ゆとろぎ 〒205-0003 羽村市緑ヶ丘1-11-5 ℡042-570-0707 まで   

五十嵐誠 木工展 －組む技法－ 
1/10（土）～18（日） 
10：00～17：00 
＊最終日 16：00まで 

展示室 
日本の伝統工芸である指物に焦点をあて、木象嵌（もくぞうがん）技法を用いた箱物・調度品＜身近な実用家具＞や平面
パネル等の作品と道具を展示します。制作工程のパネル展示、制作実演を通して伝統技法への理解も深まります。 
入場無料 （直接会場へ） 

茨城県磯節保存会公演 
茨城県那珂湊の郷土の民謡と 
はむらの子どもたちの踊り 

1/10（土） 
開場 13：00  開演 13：30 小ホール 

【第1部】文化庁の支援事業「伝統文化親子教室」で半年間にわたって日本舞踊の基礎を学んだ〔羽村舞踊若竹の会〕の子
どもたちが成果を披露します。【第2部】茨城県ひたちなか市・那珂湊より〔茨城県磯節保存会〕のみなさんをお招きし、豪快
で情緒豊かで品位に満ちた名曲「磯節」をはじめとする茨城県那珂川流域の民謡を紹介します。 
入場無料（入場券は、先着800名分ゆとろぎ窓口にて配布中！ ＊１人３枚まで） 

（財）自治総合センター コミュニティ助成事業 

伝統文化交流事業 ゆとろぎ演芸公演  
～江戸を感じる初笑い～ 

1/16（金） 
開場 18：00 開演 18：30 

大ホール 

宝くじの助成金を活用し、新春の羽村に大きな笑いをお届けします。 
出演：〔落語〕三遊亭 遊かり、〔落語〕桂 宮治、〔落語〕春風亭 昇太、〔落語〕三遊亭 遊雀、〔漫才〕ナイツ、 
〔落語〕三遊亭 小遊三／入場料：大人前売2,000円（当日2,200円)、高校生以下1,000円 《残りわずか》 
※未就学児は入場できません。【全席指定】ゆ・ス・マ・に／問合せ：ゆとろぎ ℡042-570-0707 
★関連事業として1/11（日）13：30～小ホールにてワークショップが行われます。 
「鳴り物」などの解説のほか、高座も予定しています。定員：250人（先着順）／入場無料（直接会場へ） 

アイヌの人々のお話と、唄と踊り 
1/17（土） 
開場 16：30  開演 17：00 大ホール 

アイヌの伝統的な文化と、今を生きるアイヌの人々の文化伝承活動を紹介します。【第１部】アイヌの人々の生活と信仰・唄
と踊り。【第２部】アイヌ伝統文化の伝承と復元・創造。イタオマチプ（外洋船）復元のお話と、伝統を受け継いだ現代の音
楽。出演：関東で活動するヤイレンカの会とペウレウタリの会、札幌で活動するアイヌアート・プロジェクトのみなさん。 
入場無料（入場券は、先着800名分ゆとろぎ窓口にて配布中！ ＊１人３枚まで） 

郷土の伝統文化公演 
～西多摩おらがまちの郷土芸能～ 

1/18（日） 
開場 13：30  開演 14：00 

大ホール 
多摩の民謡、お神楽「種蒔き」、「小河内の鹿島踊」を上演します。 
出演：伊庭末雄、東町祇園ばやし保存会、鹿島踊保存会／入場料：大人500円、小学生～高校生100円 
【全席自由】ゆ・ス・マ・に／問合せ：ゆとろぎ ℡042-570-0707 

ゆとろぎでお正月を遊ぼう！ 1/11（日）11：00～14：00 
1Fホワイエ・ 

交流広場等 
初釜、書初め、コマまわし、はねつき、初生け・・・お子さまから年配の方まで、どなたにも楽しんでいただける催しをおこない
ます。＊初釜のみ有料：参加費 100 円。ほかの催しは参加無料 （直接会場へ） 

第50回 ゆとろぎ邦楽サロンコンサート 1/11（日）12：00～12：45 1Fホワイエ 
〔ゆとろぎでお正月で遊ぼう！〕の一環として、初春らしく詩吟・箏・尺八による邦楽の演奏を身近でお楽しみください。 
入場無料〈直接会場へ）／問合せ：羽村市文化協会 市野 ℡042-555-6980  

 

保 

保 
のマークは、羽村市教育委員会が主催・
共催するイベントです。 

（有料・要予約・先着順・保育室定員 15人）。 

利用希望の方は、主催者またはゆとろぎへ 

お申し込みください。 
（利用日の８日前午後５時しめきり） 

本欄には、羽村市・羽村市教育委員会・羽村市

文化協会の主催・後援・共催・協力事業のほか、

個人・団体が主催する事業もその主催者の希望
によって掲載しています。 

のマークは、イベントの際に「一時保育 

（1歳半～就学前）」が利用できます 羽村市生涯学習センターゆとろぎ 

月のイベント日程 12～2 
2014.12/15～2015.2/14 
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近
年
、
シ
ニ
ア
に
よ
る
劇
団

が
各
地
で
誕
生
し
、
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
故

で
し
ょ
う
か
？
シ
ニ
ア
世
代
が

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
求
め
、

活
動
す
る
場
を
求
め
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

?

ま
た
、
演
劇
を
通
じ
て
自
己
実

現
、
表
現
を
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
る
こ
と
は
今
後
の
生
活

の
潤
い
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
経
験
あ
る
シ
ニ
ア
世
代

が
創
造
活
動
を
通
じ
て
、
新
た

な
人
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

た
人
間
関
係
を
作
り
、
地
域
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
イ
キ

イ
キ
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

自
己
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
合
う

よ
う
な
活
動
と
な
れ
ば
、
理
想

的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
う
い
う
理
由
か
ら
、
芸
術

鑑
賞
部
会
で
も
、
60
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
演
劇
講
座
を
企
画

し
ま
し
た
。
講
師
に
塩
田
マ
キ

コ
さ
ん
を
お
願
い
し
、
他
の
演

劇
講
座
で
は
あ
ま
り
類
の
な
い

『
シ
ニ
ア
世
代
の
経
験
を
活
か

し
た
書
き
下
ろ
し
脚
本
に
よ
る

舞
台
発
表
』
が
実
現
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
が
、
芸
術
鑑

賞
部
会
で
は
、
8
回
も
の
連
続

講
座
は
初
の
試
み
だ
っ
た
た
め
、

受
講
者
が
集
ま
る
か
、
講
座
と

し
て
成
り
立
つ
か
非
常
に
不
安

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
申
し
込

み
開
始
か
ら
出
足
は
好
調
、
定

員
15
名
の
と
こ
ろ
、
20
名
を

超
え
る
方
々
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
、
最
終
的
に
受
講
生
は
18

名
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
１
回
目
は
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
発
声
、
そ
れ
か

ら
「
私
の
人
生
に
影
響
を
与
え

た
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
作

文
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
読
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
作
文

を
基
に
、
講
師
が
脚
本
を
書
き

ま
し
た
。
2
回
目
以
降
『
星
の

時
間
』
『
私
の
青
空
』
『
人
生
の

宝
石
』
と
出
来
上
が
っ
た
脚
本

か
ら
、
受
講
生
を
3
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
セ
リ
フ
の
言
い
方
や

演
技
な
ど
講
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
が
、

何
よ
り
、
初
め
て
会
っ
た
受
講

生
同
士
が
、
ど
う
仲
間
関
係
を

築
い
て
劇
を
作
っ
て
い
く
か
が

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま

し
た
。
各
自
が
「
役
に
な
り
き

っ
て
演
じ
る
」
こ
と
を
考
え
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で

「
皆
で
ど
う
演
じ
て
い
く
か
、

ど
う
し
た
ら
、
良
い
劇
が
で
き

る
か
？
」
を
話
し
合
い
、
創
り

上
げ
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
受

講
生
が
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
仲

間
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
い
い

舞
台
を
創
っ
て
い
こ
う
と
す
る

姿
勢
が
窺
え
ま
し
た
。
ま
た
、

自
主
練
習
の
日
程
を
各
グ
ル
ー

プ
で
調
整
、
8
月
9
日
の
小

ホ
ー
ル
発
表
に
向
け
、
準
備
、

練
習
を
重
ね
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
発
表
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
は

緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
初

め
て
の
経
験
に
期
待
と
興
奮
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。

が
、
初
舞
台
と
は
思
え
な
い
度

胸
ぶ
り
で
観
客
111
名
を
前
に
、

堂
々
と
演
じ
切
り
ま
し
た
。
ハ

プ
ニ
ン
グ
に
も
ア
ド
リ
ブ
で
対

応
す
る
な
ど
驚
き
の
進
化
を
見

せ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
受
講
生

の
練
習
か
ら
本
番
ま
で
の
い
き

い
き
と
し
た
様
子
は
、
テ
レ
ビ

は
む
ら
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
こ
の
講

座
の
受
講
生
の
そ
の
後
の
話
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
番
終
了
後
、
集
ま
っ
た
受

講
生
た
ち
か
ら
「
ま
た
や
り
た

い
」「
続
け
て
い
き
た
い
」
と
い

う
声
が
上
が
り
１１
名
が
賛
同
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
始
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
名

を
『
演
劇
集
団 

銀
の
す
ず
2

号
』
と
決
め
、
毎
週
土
曜
日
午

後
を
活
動
日
と
し
ま
し
た
。
今

は
、
12
月
14
日
の
旗
揚
げ
公

演~
朗
読
劇~

に
向
け
て
練
習
し

て
い
ま
す
。 

講
座
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
11
名
が
ど
う
し
て
、
サ
ー
ク

ル
活
動
を
立
ち
上
げ
た
か
、
活

動
に
対
す
る
思
い
を
聞
い
て
み

ま
し
た
。 

・
充
実
し
て
い
て
あ
っ
と
い
う
間

の
1
週
間
で
、
時
が
た
つ
の
が

早
く
感
じ
る
。 

・
全
く
の
素
人
が
役
を
も
ら
っ
て

演
じ
る
こ
と
が
楽
し
い
。 

 

・
小
道
具
準
備
等
ス
タ
ッ
フ
も
や

る
の
で
、
み
ん
な
で
創
り
あ
げ

る
楽
し
さ
が
あ
る
。 

・
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
目
覚
め
た
。

演
じ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

る
。
が
、
毎
週
勉
強
で
楽
し
い
。 

・
役
を
い
た
だ
い
て
い
る
責
任
も

あ
る
が
、
皆
で
や
る
の
が
楽
し

い
。 

・
自
分
た
ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
健
康

を
保
た
な
く
て
は
と
い
う
気
持

ち
で
楽
し
く
や
っ
て
い
る
。 

・
忙
し
い
中
、
い
い
仲
間
に
出
会

え
た
喜
び
が
あ
る
。
演
じ
る
こ

と
も
楽
し
い
。 

・
経
験
も
無
く
、
み
ん
な
の
足
を

引
っ
張
り
な
が
ら
参
加
す
る
こ

と
が
ノ
ル
マ
、
責
任
と
思
い
つ

つ
、
仲
間
の
や
さ
し
さ
が
う
れ

し
い
。 

・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
感
じ
て
い
る
。

楽
し
い
！
一
緒
に
舞
台
に
立
っ

た
仲
間
が
「
味
を
し
め
た
」
と

言
っ
た
一
言
に
共
感
。 

・
夢
は
大
き
くNH

K

出
演
へ
！
力

を
外
へ
向
け
て
い
き
た
い
。
ひ

と
旗
挙
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
出
て
き
た
。 

・
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
感
か
ら

「
や
っ
て
い
る
」
感
へ
変
化
し

た
。 冒

頭
に
シ
ル
バ
ー
世
代
の

劇
団
活
動
の
意
義
、
目
的
を
挙

げ
ま
し
た
。
未
経
験
の
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
新
し
い
仲
間

を
創
る
、
自
己
実
現
、
学
び
の

場
等
ま
さ
に
、
そ
の
意
義
を
実

践
し
て
い
る
受
講
生
の
様
子
に

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
受
講
生

が
こ
う
し
て
自
主
的
に
活
動
を

創
り
上
げ
て
い
る
様
は
、
ま
さ

に
生
涯
学
習
活
動
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

私
達
、
芸
術
鑑
賞
部
員
は
講

座
期
間
中
、
さ
さ
や
か
な
が
ら

受
講
生
の
練
習
の
手
助
け
を
し

な
が
ら
、
様
子
な
ど
も
見
守
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
生
涯

学
習
活
動
に
つ
な
が
る
、
受
講

者
か
ら
喜
ば
れ
る
講
座
の
企
画

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

ゆとろぎのレセプショニストってなに？ 
レセプショニストは、ゆとろぎでイベントのお手伝いをいたします。 

配布物の挟み込み・チケットのもぎり・プログラムの配布・お席へのご案内・アナウンス・花束贈呈の

依頼にも対応いたします。 

お客様がゆとろぎでのひとときを、笑顔で過ごていただける“おもてなし”を目指しています。 

多くの人との出会い、それは、お客様はもとより、イベントの主催者様であり、支えるスタッフで

もあります。 

そんな出会いが、私たちの財産です。皆様のイベントにレセプショニストを！ 

 ご依頼お待ちしております。 
  ゆとろぎ協働事業運営市民の会 

羽村レセプショニストの会 

謝礼 ８９０円／時 
 

 （詳細はゆとろぎにて） 

平成 26年度 ゆとろぎ芸術鑑賞事業   

60歳からの演劇講座“セカンドデビュー” 

講座報告：受講生の声と現在 

『
演
劇
集
団  

銀
の
す
ず
2
号
』 

旗
揚
げ
に
向
け
て 

シ
ニ
ア
世
代
の 

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ 

仲
間
を
創
る 

劇
を
創
る 

生
涯
学
習
活
動
を
創
る 


